




　Guthrie 法による新生児マス・スクリーニングの普及に伴ない、多数のアミ

ノ酸代謝異常症の患児が早期に発見されている。これらの患児を早期に治療す

るにあたり、頻回にアミノ酸の定量をおこない、血中アミノ酸レベルを適正な

範囲に維持することが必要となる為、微量の血液で、多数の検体を処理できる

アミノ酸定量法が必要となっている。


